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＜平成 25年度研修会に参加して＞ 
     下嶋武志  昭和 45年 造園学科 
      

 昨年台風 27・28号通過で延期され週末ごとの台

風、大雪等不順な天候が続いたが、小雨余寒の中

3月 1日(土)に参加者 19名で行われた。 

 門外不出（腎不全のため）の妻と同行し 8時 30

分逗子市役所前を出発、逗葉新道、横々経由し東

名に入るも、やや渋滞。  

    東名でかすむ大山 なお遙か 

急遽即断、予約済みの食事、試飲を優先し大雄山

行きを断念。10 時 30 分農大伊勢原農場到着、山

口徹氏の説明を受けながら回る。温室が 9 棟、そ

の他野菜、果樹などの圃場と育苗用ハウスなどが

ある。リンゴの若木が数本(この辺りがリンゴ栽培

の南限、みかんの北限地)、梨、ブルーベリーなど

未だ緒についたばかりの様相である。ここは平成

24 年に厚木から移転、約１万坪の整った農場で、

宿泊はなく実習生は伊勢原駅から通い年間延べ

16,000人余が利用している。 

   稲ぼっち 独りぼっちの寒さかな 

   桜未だ 余寒厳しき 伊勢原路 

   会う人の 意気と熱意に 絆される 
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空かない 246号から予定を違えず 12時過ぎにアサ

ヒビール足柄工場に到着、予約席で美味しい昼食

とビール等を取った。食後 90分間ガイド先導で見

学、土曜午後で稼働を止めた設備は広く巨大なタ

ンクなどが森閑と林立していた。一日の製造量は

缶ビールで３６万本！ 見学後ビール試飲(２０

分間で 350ｍｌ ３杯迄・つまみ付き)は昼食後も

影響し、皆控え目気味だった。15 時 40 分秦野市

農協経営の「はだのじばさんず」に入場し出迎え

た安居院店長の説明を受け見学、買物をした。当

施設の発端は昭和 59 年の葉たばこ生産終了でそ

の後ファーマーズマーケットを計画し、2002年 11

月オープンした。秦野市の人口は 17万人、農協組

合員 1,300 人、売場面積 617 ㎡は関東一の広さで

あり、昨年の売上高は 10億 5千万円である。朝 7

時から出荷農家が商品を並べ自ら値段をつける。

例 単品種毎だが生花は一束 2～300 円と安い。 

16時 25分出発 帰路は渋滞もなく 18時過ぎに逗

子帰着、予定より 30分早く、疲れも感ぜず、更に

限定品の土産（生花のカゴ）までいただいて楽し

く益のある研修を役員の皆様本当にありがとうご

ざいました。  

 

＜第 90 回箱根駅伝の沿道応援＞ 

 
 予選会を 1 位で通過した今年の箱根駅伝は大い

に期待を持って例年通り戸塚の影取交差点傍の吉

田商店前で沿道応援を行いました。影取での応援

は今年で７年目になり、東京農大ののぼり旗を見

て集まった稲桜会会員、在校生やその父兄、おな

じみになった沿道の方々ともども三浦市の校友に

育ててもらった大根を手に選手への激励と母校東

京農業大学の PR に努めました。結果は残念なが

ら総合 14位で終わりました。 

 
沿道応援には会員とご家族 29 名、支援カンパは

30 名 93,000 円あり、昨年暮れに陸上競技部の口

座に振り込みました。ご協力ありがとうございま

した。 

 
陸上競技部より応援のお礼がありましたが、そ

の中で今年の結果を分析し次のような内容の挨拶

がありました。「近年勧誘や環境整備を非常に強

化し、選手獲得で圧倒的に優位と云われる上位 6

校がそのまま抜け出し、その他各校で 7 位以下の

順位を争う展開となりました。また、7 位以下の

争いでは留学生を利用するなどして序盤に流れに

乗った大学が 10位以内を維持し、総合力で勝る予

選会上位5校全てが10位以内に入ることが出来な

いという波乱の展開となりました。来年度も大変

厳しい状況にありますが今後も引き続き、選手、

関係者一同一層の精進を重ね、必ず予選会を突破

し、シード権の奪回と上位入賞を目指す所存でご

ざいます。」            （清水） 

 
 

＜地域からのたより＞ 

 逗子市内の地名  

  下嶋武志  昭和 45年 造園学科 

 

逗子市域 17.34 km2に８大字がある。小坪、新

宿、久木、山の根、逗子、桜山、池子、沼間であ

り、この中にそれぞれ小字（地籍地名）が計 202

あり、更に微細地名が 1,044ある。 

ここでは小坪についてのみ記す。大字小坪、古典

に小壺、小窪とあり地形から名付けられたと思わ

れる。中世には鎌倉の南境、四境の一つで東浜と

呼ばれ（由比ヶ浜が西浜）、行政的には鎌倉であっ

た（黄梅院文書、康安 2年 1362）。 

飯島付近の築港和賀江島を基軸にして交易の要

地であり陸路も古東海道・鎌倉道・浦賀道として

古代よりの交通の要所であった。又江ノ島、丹沢、
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天城を望む景勝の地、逍遥の地でもあり、地形的

には要害の地で幾多の合戦もあった。海底の地名

34、（石井清司氏の調査 昭和 34 年 実測）瀬

戸・暗礁・目標の岩石など漁港に出入りする船の

昔からの水路を確認する上で記録されている。昭

和 42年 17.2haの逗子マリーナ建設により相当地

域の海底地形を失い、その周辺の地名は消滅した。 

小坪村は昔は飯島・西町・中里町・南町・伊勢

町・披露山・新宿を総称し、中世には漁場として

鎌倉の重要な蛋白源の供給地と共に保養地だった

ので、逗子市内でも最も古い歴史地名が残ってい

る。 

ウコン・サコン・ゴウオクラ・オオヤシキ・ア

カサカ・トンノウチ・ウチデ・ホリゴメなどが残

っている。 

披露山には昔、物を披露する建物があったそう

だ。別に披露衆という役職の住居だった屋敷もあ

った。 

別にヒロはアイヌ語のピラ（崖）、又は古語のヒ

ラは傾斜地・坂を意味し、広尾、広尾坂の地名も

付近にある。横須賀の平坂も急な坂の意である。 

テンノウババ 天王浜ともいい、頼朝が流鏑馬を

やった所 

ケンシガヤト 源氏ケ谷 

クミヤト   軍見谷戸が訛ったものと伝え聞く 

ボンバタ   バンバ 馬場が訛ったもの 

とうしょう  言い伝えでは三浦道香の兵が後北

条方に攻め立てられ、谷 戸のこの

地に追い詰められどうしようと思

案に暮れた場所 

 

風習と道・坂 

切道（キリミチ）今でも長井の方ではしめ縄を

張ってお飾りをしてはやり病・害虫・悪い人など

が村に入らないお守りをしており、それらを切る

道との意味があり、“道切り”とも呼ばれる風習で

小坪にもあったが、最近では風習がすたれ、スト

ーカーを防げなかったのは残念至極である。 

 

＜会員の活動紹介＞ 
    原田義和 平成３年 短期農業科 

 
 私は横須賀市の最南端、三浦市との市境の長井

 
  （ガラス温室） 

で両親と三人で農業をしています。主にガラス温

室とビニールハウスの施設でトマトを中心に栽培

しています。 

 
   (水耕の桃太郎「はるか」) 

ガラス温室ではロックウールでの水耕栽培で桃太

郎系のトマトを栽培し、ビニールハウスでは土耕

で、トマト、胡瓜、南瓜、セルリー、リーフレタ

ス等を栽培しています。 

  
(ビニールハウス 左がカボチャ 右がトマト) 

水耕栽培は私が就農して数年経ってから始めたの

で１５、６年になりますが施肥設計等の地下部の

管理を任されＥＣ、ＰＨ、生理障害等、毎年毎作

ごとに試行錯誤の繰り返しで「これでいい。」と思

う事はありません。毎日同じ様な作業をしていて

も天気のように全く同じ日はありません。システ

ム自体は回を重ねる事で慣れていきましたが、作

の度に出てくるトラブル。特に虫や病気は神経を

使います。 

 栽培している野菜に気を使うのは当然ですが、

ハウス屋は施設の維持管理にも気を使います。夏

の台風や冬の雪等の自然災害の対応も大変です。
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二月の二度の大雪がもたらした被害は記憶に新し 

いと思います。三浦半島は雪害に対して海に囲ま

れているお陰なのか他の地域に比べ被害が少なく

済んでいたようでしたが、今回の「南岸低気圧」

の影響で大変な被害が出ました。県内でのハウス

全半壊等の話を沢山聞きました。うちの施設もビ

ニールハウスは雪の重さで基礎が下がり谷間が沈

みました。ガラス温室ではガラスが１００枚近く

割れました。近所では全壊したハウスもあったの

ですが、他の地域と比べれば三浦半島はまだまし

だった様です。二度目の雪質が悪く湿って重かっ

た上に夕方のにわか雨と翌朝に凍ったのが、ガラ

スが多く割れた原因かと思います。以前、苗間に

使っていたパイプハウスを台風と雪で三度潰され

た事がありました。だから、潰れずにガラスが割

れた程度で済んだからと、思うしかありませんで

した。ストックのガラスも少なく直ぐに発注した

ガラスが届くまで一週間かかりました。被害が広

域で、順番待ちだったそうです。除雪しながらガ

ラスの片付けと復旧は大変でしたが、雪が谷間か

ら無くなるまでは、本格的な復旧はできなかった

ので、ガラスが届いてからは屋根に上がり復旧に

没頭しました。内張りのカーテンも切れていて寒

さでトマトの上部が紫色になってしまいました。

 
  （割れたガラスと雪） 

ちなみに、谷間の雨樋の幅は 15cm。ガラスのサイ

ズは 91×61cmで厚さ 3mm。ガラスを乗せる桟は足

を掛けられる幅が 13mm。アルミ製で濡れると良く

滑ります。そんな足場の悪い所で、私の事（体型）

を知っている方は「大丈夫か?」と心配されるので

は?! 復旧中に何度か業者さんが連絡をくれたの

ですが、もっと大変な所へ行ってほしいと言って、

二月末までかかって一人でやりきりました。終わ

ってから二日ほど脱け殻の様になっていましたが、

通常作業に戻り、トマトの収穫と管理作業に追わ

れています。この「会員活動の紹介」執筆の依頼

を事務局長の清水先輩から手紙を頂いたのが二月

下旬で、丁度、二度目の大雪後のバタバタしてい

る頃でした。二月の雪に関しての話ばかりになっ

てしまいましたが、こんな感じで日々を送ってい

ます。仕事場を空けられずに総会や研修会に参加

できない事が多く申し訳ありません。乱文乱筆失

礼しました。 

 

＜校友会県支部総会＞ 

 
 隔年開催の東京農業大学校友会神奈川県支部

（神奈川県校友会）総会が平成 25年 9月 28日

（土）に厚木キャンパスにおいて開催された。 

 参加者は 73名で、湘南稲桜会からは、8名参

加した。議案は１．平成 23年度及び 24年度会

務報告について、２．東京農業大学神奈川県校

友会会則の一部改正について、３．役員の改選

について、４．その他案件として東京農業大学

創立記念事業資金募金の協力についてであった。

会則の一部改正は総会開催など実態に合わせ改

正、役員改選については、各地域支部の役員変

更に伴う部分的な変更であった。創立記念事業

資金募金の協力については平成 28 年に母校農

大が 125周年を迎える記念事業として「東京農

業大学国際センター」を建設することになり 14

億円の資金を予定している。そのうちの一部を

校友に協力願いたいとのことであった。 

総会後の記念講演は「日本の国土を守る源流

大学構想」と題し、東京農業大学 地域環境学

部森林総合学科 宮林茂幸教授が行い興味深い

内容であったが総会が長引き講演の時間があま

りとれず残念であった。 

講演の後参加者による懇親会がもたれ情報交

換や親睦がはかられた。      （清水） 

 

<会員からのたより> 
 研修会出欠席回答はがきに寄せられた会員のた

よりをお伝えします。     敬称略（事務局） 

 

（横須賀地区） 

・林 昌夫（S17専拓） 
  元気に過ごしております。 

・原島 純憲（S26学農） 
  元気に退屈して過ごしています。 

・平野 拓男（S29学化） 
  元気ですが、時々想定外の体調変化がおきま

すので残念ながら欠席させて戴きます。 

・石橋 順作（S34学林） 
  毎日元気に過ごしております。 

・江間 三恵子（S39学栄） 
とてもいい企画ですが参加できません。皆様

に宜しく。 

・廣濱 徹（S41学造） 
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  本年も研修よろしくお願いします。 

・小清水 かほる（S46農経） 
私のふるさとである南足柄周辺の研修会に仕

事の為参加できないのは大変残念です。 

ご盛会をお祈りします。 

・菱沼 良平（S48農経） 
   行事の先約があり残念ながら欠席いたします。 

 ・酒井 利明（S48学造） 
   川柳の「路」誌の一部作成担当をしています。

毎月第 3 月曜日に横浜の会場で、選者から取

り込んだ句を後に打ち込む作業をしています。 

 ・澤地 理（S49学農） 
   退職後、女房とのんびり過ごしています。 

・菊本 充（S58農経） 
 地元の少年ソフトボールチームでコーチをし

ています。土・日は子供達と一緒にソフトの

練習をしています。 

・湖水 康史（S62学農） 
 途中までは順調な天候だったのですが今年も

台風がやってきました。台風の動きによって

は欠席になるかもしれません。 

・中山 大海（H3学農） 
春先から右肩が上がらず痛みが続いています、

俗にいう五十肩ですが年を取ったことを実感

する毎日です。 

・堀江 有二（H3学林） 
  楽しみにしていましたが当日仕事が入りまし

て参加できなくなりました。昨年参加できず

にいたので今年こそはとはりきっていたのに

残念です。皆さんに宜しくお伝え下さい。 

・齋藤 道生（H13 学工修） 
 湘南稲桜会事務局清水圭一様 大島での先

日の土砂災害につきましてご心配いただき有

難うございます。あれから１ヵ月以上が過ぎ、

少しずつ島全体も落ち着き始めております。

おかげ様で私の家族も職場も全て無事で、今

では普段通りの楽しい生活をしております。

とり急ぎご報告申し上げます。12月 5日 

  

（鎌倉地区） 

・渡邊 亘（S23学化） 
  体調不良のため欠席します。 

・梅澤 稔（S33学農） 
  皆様には大変お世話になっております。此度

の研修会の計画実施大変ご苦労様でした。私

事で申し訳ありませんが諸会議と重なり欠席

お願いします。 

・嶋村 勝美（S39学化） 
 伊勢原農場の見学楽しみにしています。 

・磯谷 ゆり子（S48学栄） 

  今年は主人と参加いたします いつもお世話

をおかけしています。楽しく参加させていた

だいております。 

・小泉 権史知（S59学拓） 
  お世話になりまして有難うございます。小生

相変わらず忙しい日々を過ごしております。 

  皆様に宜しくお伝え下さい。 

 

（逗子地区） 

・佐藤 誠吾（S37学農） 
  研修会のご案内有難うございました。出席で

きず残念です。 

・関 恵梨子（S49学栄） 
  お菓子の袋詰め楽しみにしていて下さい。 

・鈴木 由美（H 1学造） 
  当日息子の学校行事がある為欠席いたします。 

 

（三浦地区） 

・池田 尚弘(S40学農） 
  月初の企画なので参加させていただけそうで

す。よろしくお願いします。 

・臼井 浩（S41学林） 
 何時も大変お世話いただき有難うございます。

今回も楽しみにしています。 

・川名 昌雄(S48学農) 
  学校行事と重なってしまい出席できません。

ご盛会を祈念しています。 

 

（葉山地区） 

・下嶋 武志(S45学造) 
  県内で近いため夫婦 2 人で参加したい。但し

妻は足がおそいので皆様の行動に迷惑がかか

らねばよいと思っております。 

 

 

＜謹んでお悔やみ申し上げます＞ 

 平野 拓男（S29学化 横須賀 顧問） 
 

 平成 26年 3月 12日逝去されました。 

 創立時から幹事として活躍され、最近「お茶に

しませんか」、「古事記」神話を読み「神国日本」

を考えようなど湘南稲桜会だよりに多く寄稿して

いただきました。 

ご冥福をお祈り申し上げます。 
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＜平成 26 年度定期総会（第 18 回）の

お知らせ＞ 
                    

 平成 26年度定期総会を下記のとおり開催

いたします。 

 会員の皆様のご出席をいただきたくご案

内申し上げます。 

  

         記 

１．日 時   

 平成 26年 5月 18日（日）午後 2 時～6時

２．会 場  

 ホテルハーバー横須賀  

  横須賀市汐入町 2-7 電話 046-822-0001

３．議 事    

 （１）平成 25年度事業報告ならびに収支決

算報告について 

  （２）平成 26年度事業計画ならびに収支予

算案について 

 （３）役員の改選について 

 （４）その他 

 

４．記念講演 

「ヤーコンの栽培普及と利用促進について」 

講師     

神奈川県立中央農業高校教諭 竹内睦子氏   

５．懇親会  参加費 5,000円 

  準備の都合がありますので、お手数ですが出

欠のご都合を同封のハガキにて 5月 7日まで

にお知らせください。 

  （詳細は別途ご案内いたします。） 

 
 

 

   

<新会員の勧誘と会費の納入について> 
 
 校友会活動の活性化を図るため会員の加入促進

に取り組んでおりますが新規加入者があまりあり

ません。将来的に湘南稲桜会が維持発展してゆく

には新規会員の加入促進が急務であります。お知

り合いの方に声をかけて加入をすすめて下さい。

校友の絆と伝統ある湘南稲桜会の無限の発展のた

め是非皆さま方にお願いいたします。入会案内の

チラシが事務局にありますので申し出て下さい。 

総会の開催、「湘南稲桜会だより」の発刊、駅伝の

お知らせなど皆様方の会費で運営致しております

が会費の未納の方もおります、会の活動をご理解

いただいてご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。               （事務局） 

 

 

＜編集後記＞ 

 
 湘南稲桜会だより３１号をお届けします。会の

事業（活動）内容や会員の動静などお知らせし、

会員が情報を共有できることを念頭に編集作業に

取り組んでいます。紙面は如何でしょうか。さて、

前号３０号でもふれましたがＴＰＰは国のかたち

を変えてしまう、国益確保、国民の命と暮らしを

守れるのか、国民にとって重要な問題です。米、

麦、牛肉などの聖域確保を決めた国会決議を踏ま

え、２月下旬シンガポールで開催された閣僚会議

では大筋合意は得られませんでした。食料輸出国

が重要品目を含む関税撤廃を強く主張したと報道

されています。このほか日米の事前協議でも、互

いの主張に開きがあり溝は埋まりませんでした。 

 又、毎日の生活に直結する食品の安全基準の引

き下げによる危険性から食品規制の緩和を求める

圧力に対しても監視を強めなければなりません。

牛肉の輸入月齢が２０ヶ月から３０ヶ月になった

経過もあり注視すべきです。他にも知的財産分野

新薬の利益確保のためにジェネリックの普及をで

きるかぎり遅らせようとする米国と新興国の交渉

も行き詰まっています。 

 今後の交渉は４月下旬のオバマ米大統領の訪日

がヤマ場となる可能性が高く１１月の中間選挙を

控え国益を重視することで日米首脳は互いに譲歩

はありません。私たちは今後とも警戒を強め反対

運動を強力に進めなければなりません。 

 厳しい農業情勢のなか嬉しいニュースが飛び込

んできました。神奈川県生まれのブランド牛（ち

がさき牛）を初めて香港に輸出することです。牧

場で育った牛肉 13.4 キロ（リブロース 5.7 キロ、

ランプ 7.7 キロ）を現地のレストランに納入する

ことになりました。生産者は「畜産物の輸出は検

疫、採算性、調理人・消費者の嗜好等課題はあり

ますが、ＴＰＰは断固反対ですが反対だけでは後

手になり生き残れない」と判断し輸出に踏み切っ

たと話しています。        （Ｍ．Ｋ） 

 

         


